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宮
澤
　
歩
美
　
提
出
　
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

　
　
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
譜
代
藩
江
戸
留
守
居
役
と
江
戸
藩
邸
」
学
位
審
査
要
旨

　
論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
近
世
後
期
か
ら
維
新
期
に
お
け
る
譜
代
藩
の
江
戸
留
守
居
役
の
役
割
と
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
特
に
大
政
奉
還
か
ら
戊
辰
戦
争
期
の
政
治
状
況
の
変
化
に
、
譜

代
藩
の
江
戸
留
守
居
役
が
如
何
に
対
応
し
た
の
か
を
検
討
し
、
譜
代
藩
の
意
志
決
定
に
お
け

る
江
戸
留
守
居
役
と
江
戸
藩
邸
の
役
割
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
江
戸
留
守
居
役
の
研
究
は
近
世
初
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
厚
い
蓄
積
が
あ
る
が
、
幕
末
維

新
期
の
江
戸
留
守
居
役
や
江
戸
藩
邸
に
つ
い
て
は
、
注
目
す
べ
き
研
究
は
少
な
い
。
幕
末
に

江
戸
藩
邸
の
役
割
が
縮
小
さ
れ
、
幕
末
の
政
局
が
京
都
中
心
と
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
江
戸

留
守
居
役
や
江
戸
藩
邸
の
役
割
は
あ
ま
り
研
究
上
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
幕
末
維
新
期
の
江

戸
留
守
居
役
や
江
戸
藩
邸
を
政
治
過
程
に
位
置
づ
け
た
研
究
は
僅
か
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
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以
上
の
動
向
を
批
判
的
に
捉
え
、
新
た
な
分
野
の
開
拓
を
試
み
て
い
る
。

　
本
論
文
は
二
部
六
章
お
よ
び
序
章
・
終
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
部
「
幕
末
維
新
期
に

お
け
る
譜
代
藩
江
戸
留
守
居
役
と
江
戸
藩
邸
」
は
、
第
一
章
「
近
世
後
期
に
お
け
る
江
戸
留

守
居
役
の
機
能
と
役
割
」、第
二
章「
維
新
期
江
戸
に
お
け
る
譜
代
藩
の「
大
勢
挽
回
」運
動
」、

第
三
章
「
明
治
維
新
期
の
江
戸
留
守
居
役
と
公
用
人
」
か
ら
な
る
。
第
二
部
「
戊
辰
戦
争
を

め
ぐ
る
譜
代
藩
江
戸
藩
邸
の
動
向
」
は
、第
四
章
「
戊
辰
戦
争
期
に
お
け
る
佐
倉
藩
の
動
向
」、

第
五
章
「
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
小
田
原
藩
江
戸
藩
邸
の
動
向
」、
第
六
章
「
戊
辰
戦
争
を
め

ぐ
る
田
中
藩
江
戸
藩
邸
の
動
向
」
で
あ
り
、
戊
辰
戦
争
期
に
お
け
る
譜
代
藩
の
国
元
・
江
戸
・

京
都
に
お
け
る
政
治
へ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

　
序
章
は
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
譜
代
藩
と
江
戸
留
守
居
役
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理

し
、
研
究
課
題
と
本
論
文
の
構
成
を
提
示
し
て
い
る
。

　
第
一
部
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
譜
代
藩
の
江
戸
留
守
居
役
と
江
戸
藩
邸
」
は
、
近
世
後

期
か
ら
明
治
維
新
期
に
か
け
て
、
譜
代
藩
江
戸
留
守
居
役
の
動
向
と
江
戸
・
東
京
の
政
治
動

向
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
幕
末
期
京
都
に
政
局
の
中
心
が
移
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
幕
府
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は
江
戸
に
あ
り
、
こ
と
に
譜
代
藩
に
と
っ
て
は
重
要
な
存
在
で
あ
っ
て
、
維
新
期
東
京
に
政

府
の
機
関
が
成
立
す
る
と
、
政
府
よ
り
の
布
達
や
諸
藩
と
の
連
絡
調
整
に
東
京
の
屋
敷
が
大

き
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
の
が
本
論
文
の
主
張
で
あ
る
。

　
第
一
章
「
近
世
後
期
に
お
け
る
江
戸
留
守
居
役
の
機
能
と
役
割
」
は
、
文
政
・
天
保
期
の

武
蔵
忍
藩
松
平
氏
の
江
戸
留
守
居
役
が
、
領
内
の
訴
訟
や
幕
府
の
文
政
改
革
組
合
村
の
結
成

へ
の
対
応
に
、
幕
府
役
人
と
交
渉
す
る
姿
を
検
討
し
て
い
る
。
藩
領
の
村
や
町
の
訴
状
を
幕

府
勘
定
所
に
取
次
ぎ
、
罪
人
引
き
渡
し
な
ど
の
連
絡
・
交
渉
に
、
江
戸
留
守
居
役
が
果
た
し

た
役
割
を
解
明
し
て
い
る
。
忍
藩
松
平
氏
は
文
政
六
年
に
伊
勢
桑
名
か
ら
転
封
し
た
が
、
そ

の
直
後
の
文
政
十
年
に
幕
府
が
関
東
に
お
い
て
文
政
改
革
を
断
行
し
、
幕
領
・
藩
領
・
旗
本

領
な
ど
支
配
の
区
別
に
関
わ
ら
ず
地
域
ご
と
に
組
合
村
を
結
成
さ
せ
た
た
め
、
非
領
国
的
な

関
東
の
支
配
の
特
徴
に
不
案
内
な
忍
藩
松
平
氏
は
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
、
武
蔵
川
越
藩
な
ど

と
は
異
な
っ
た
対
応
を
見
せ
た
。
本
章
は
、
幕
府
の
政
策
に
江
戸
留
守
居
役
が
対
応
す
る
様

相
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
領
内
の
中
山
道
熊
谷
宿
に
お
け
る
飯
盛
女
設
置
一
件
に
つ
い
て

も
論
じ
て
い
る
。
こ
の
一
件
に
関
わ
る
研
究
は
、
交
通
史
・
女
性
史
な
ど
か
ら
注
目
さ
れ
て
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い
る
が
、
本
章
で
は
江
戸
留
守
居
役
と
幕
府
側
と
の
交
渉
に
つ
い
て
、
新
史
料
を
提
示
し
な

が
ら
分
析
し
て
い
る
。

　
第
二
章
「
維
新
期
江
戸
に
お
け
る
譜
代
藩
の
「
大
勢
挽
回
」
運
動
」
は
、
慶
応
三
年
の
大

政
奉
還
か
ら
翌
四
年
の
戊
辰
戦
争
前
半
に
か
け
て
、
帝
鑑
間
詰
・
雁
間
詰
の
譜
代
大
名
の
政

治
動
向
に
江
戸
留
守
居
役
や
江
戸
藩
邸
が
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
考
察
し
て
い

る
。
大
政
奉
還
直
後
に
帝
鑑
間
詰
・
雁
間
詰
の
譜
代
大
名
が
朝
廷
の
諸
大
名
上
京
命
令
を
拒

否
し
、「
大
勢
挽
回
」
を
目
指
し
連
帯
し
て
上
書
を
作
成
し
た
。
こ
の
と
き
帝
鑑
間
詰
諸
大

名
の
江
戸
留
守
居
役
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
留
守
居
組
合
が
、
作
成
と
提
出
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
こ
の
行
動
に
つ
い
て
、
鈴
木
壽
子
『
幕
末
譜
代
藩
の
政
治
動
向
』
が
譜
代
藩
の

「
政
治
的
連
帯
」
と
大
き
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
章
で
は
鈴
木
の
主
張

を
批
判
し
、
下
総
佐
倉
藩
堀
田
氏
の
江
戸
留
守
居
役
と
江
戸
藩
邸
の
動
向
を
中
心
に
検
討
し

な
が
ら
、
上
書
作
成
に
は
留
守
居
組
合
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
の
、
各
藩
の
個
別
の

政
治
動
向
に
よ
っ
て
上
書
の
役
割
が
失
わ
れ
て
い
き
、
翌
年
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
後
、
譜
代
藩

が
徳
川
慶
喜
助
命
歎
願
の
上
書
を
作
成
し
た
時
に
は
、
留
守
居
組
合
が
機
能
を
失
っ
て
い
く
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と
主
張
す
る
。
そ
し
て
鈴
木
が
指
摘
す
る
「
譜
代
藩
に
よ
る
政
治
的
連
帯
」
は
、
江
戸
藩
邸

の
留
守
居
役
た
ち
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
譜
代
諸
藩
の
総
意
と
し
て
展
開
し

た
も
の
で
は
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。
一
方
で
、
複
数
の
譜
代
藩
の
江
戸
藩
邸
間
で
上
書

作
成
が
実
現
し
た
こ
と
に
、
江
戸
留
守
居
役
や
江
戸
藩
邸
が
あ
る
程
度
の
独
立
性
を
持
ち
、

幕
末
維
新
期
に
も
江
戸
と
い
う
政
治
空
間
が
維
持
さ
れ
、
機
能
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い

る
。

　
第
三
章
「
明
治
維
新
期
の
江
戸
留
守
居
役
と
公
用
人
」
は
、
明
治
維
新
後
の
新
政
府
に
よ

り
、
留
守
居
役
が
公
用
人
と
し
て
再
編
さ
れ
、
留
守
居
役
の
機
能
が
維
持
さ
れ
る
と
と
も
に

新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
様
相
を
分
析
し
て
い
る
。
従
来
公
用
人
と
同
時
に
設
置

さ
れ
た
公
議
人
に
研
究
が
多
く
、
留
守
居
役
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
公
用

人
を
対
象
と
す
る
研
究
は
少
な
か
っ
た
。
本
章
は
公
用
人
・
公
議
人
の
設
置
や
機
能
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
信
濃
松
代
藩
真
田
氏
の
公
用
人
の
日
記
を
検
討
し
な
が
ら
、
公
用
人
が
軍

務
官
・
会
計
官
な
ど
と
の
対
応
は
じ
め
、
藩
主
の
参
内
に
供
奉
し
、
国
元
と
の
連
絡
や
取
次
、

信
濃
諸
藩
の
触
頭
と
し
て
他
藩
に
朝
廷
か
ら
の
布
達
を
下
付
し
、
他
藩
か
ら
の
歎
願
な
ど
を
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取
次
ぐ
な
ど
の
事
例
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
公
用
人
が
留
守
居
役
を
継
承
し
、
さ
ら

に
幕
藩
関
係
か
ら
朝
藩
関
係
へ
の
転
換
で
新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
て
い
く
姿
を
考
察
し
て

い
る
。

　
第
二
部
「
戊
辰
戦
争
を
め
ぐ
る
譜
代
藩
江
戸
藩
邸
の
動
向
」
は
、
下
総
佐
倉
藩
堀
田
氏
・

相
模
小
田
原
藩
大
久
保
氏
・
駿
河
田
中
藩
本
多
氏
と
い
う
個
別
事
例
の
検
討
で
あ
る
。
戊
辰

戦
争
を
め
ぐ
る
譜
代
各
藩
の
動
向
に
つ
い
て
、
各
藩
の
国
元
・
江
戸
・
京
都
な
ど
に
お
け
る

政
治
動
向
を
検
討
し
、
目
ま
ぐ
る
し
い
政
治
状
況
の
変
化
の
中
で
、
江
戸
留
守
居
役
の
活
動

と
江
戸
藩
邸
の
位
置
づ
け
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
「
戊
辰
戦
争
期
に
お
け
る
佐
倉
藩
の
動
向
」
は
、
二
度
に
わ
た
る
上
書
運
動
の
中

心
と
な
っ
た
下
総
佐
倉
藩
を
対
象
と
し
て
い
る
。
佐
倉
藩
に
お
い
て
上
書
作
成
に
は
江
戸
藩

邸
が
関
わ
っ
た
が
、
藩
主
が
江
戸
に
在
住
し
て
い
た
た
め
江
戸
で
決
定
さ
れ
た
方
針
や
江
戸

の
情
報
が
伝
達
さ
れ
、
国
元
と
の
連
携
が
取
れ
て
い
た
。
な
お
京
都
に
は
藩
邸
が
な
く
、
上

書
提
出
の
た
め
上
京
し
て
い
た
江
戸
留
守
居
役
が
、
京
都
に
お
け
る
周
旋
活
動
や
情
報
収
集

に
当
た
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
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第
五
章
「
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
小
田
原
藩
江
戸
藩
邸
の
動
向
」
で
は
、
慶
応
四
年
江
戸
に

進
軍
す
る
新
政
府
東
征
軍
が
通
過
し
た
小
田
原
藩
を
取
り
上
げ
る
。
小
田
原
藩
大
久
保
氏

は
、
関
東
の
玄
関
口
に
あ
た
る
箱
根
関
所
を
管
轄
し
、
江
戸
の
西
の
護
り
小
田
原
城
を
居
城

と
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
藩
主
が
大
政
奉
還
後
に
甲
府
城
代
を
勤
め
た
と
い
う
江
戸
防
衛

の
要
で
あ
っ
た
。
小
田
原
藩
は
江
戸
藩
邸
が
二
度
の
上
書
運
動
に
参
加
す
る
が
積
極
的
で
は

な
く
、
国
元
と
江
戸
藩
邸
と
の
意
志
が
次
第
に
乖
離
し
て
い
く
。
戊
辰
戦
争
期
に
は
国
元
で

も
藩
論
が
対
立
し
、
旧
幕
府
軍
が
領
内
に
侵
入
し
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
藩
士
も
出
る
な
ど
、

藩
内
は
混
乱
し
、
一
度
は
東
征
軍
へ
の
抵
抗
を
試
み
る
が
、
結
局
は
江
戸
藩
邸
か
ら
派
遣
さ

れ
た
留
守
居
役
の
説
得
で
恭
順
を
決
定
す
る
。し
か
し
、藩
主
の
謹
慎
と
減
封
は
免
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
過
程
を
本
章
は
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
六
章
「
戊
辰
戦
争
を
め
ぐ
る
田
中
藩
江
戸
藩
邸
の
動
向
」
は
、
駿
府
城
の
西
の
護
り
で

あ
る
田
中
城
を
居
城
と
し
、
藩
主
が
駿
府
城
代
を
勤
め
た
田
中
藩
の
江
戸
藩
邸
の
動
向
を
取

り
上
げ
る
。
江
戸
藩
邸
の
役
割
は
幕
末
維
新
期
に
大
き
く
変
化
し
、
と
く
に
鳥
羽
伏
見
戦
後

か
ら
江
戸
城
よ
り
の
指
令
が
機
能
し
な
く
な
り
、
江
戸
藩
邸
で
は
徳
川
擁
護
の
立
場
を
取
り
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な
が
ら
も
、
独
自
の
判
断
で
藩
主
の
親
族
や
家
臣
が
下
総
流
山
の
下
屋
敷
に
移
転
す
る
。
一

方
国
元
で
は
、
尾
張
藩
の
勤
王
誘
引
運
動
に
応
じ
て
勤
王
証
書
を
提
出
し
、
駿
府
城
を
東
征

軍
に
引
き
渡
し
て
い
る
。
さ
ら
に
京
都
へ
情
報
収
集
に
派
遣
し
た
家
臣
は
、
新
政
府
の
意
向

に
即
し
た
対
応
を
国
元
に
要
求
す
る
。
田
中
藩
は
、
江
戸
―
駿
府
―
田
中
―
京
都
に
散
在
し

た
各
家
臣
が
別
個
に
独
自
の
行
動
を
取
り
、
藩
と
し
て
の
統
一
し
た
意
志
が
形
成
さ
れ
な
い

ま
ま
、
東
征
軍
の
通
過
を
傍
観
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
江
戸
開
城
に
よ
っ
て
東
征
軍
が
江

戸
を
支
配
す
る
と
、
退
避
し
て
い
た
家
臣
も
江
戸
に
戻
り
、
江
戸
藩
邸
は
次
第
に
新
政
府
の

布
達
を
伝
達
す
る
な
ど
機
能
を
回
復
し
て
い
く
。
以
上
の
経
緯
を
本
章
は
叙
述
し
て
い
る
。

　
終
章
で
は
、
以
上
の
内
容
を
総
括
し
、
幕
末
維
新
期
に
留
守
居
役
が
各
江
戸
藩
邸
を
つ
な

ぐ
役
割
を
果
た
し
、
各
藩
の
意
志
決
定
に
大
き
く
関
わ
り
な
が
ら
も
、
各
藩
の
事
情
に
よ
り

多
様
な
様
相
が
見
ら
れ
た
が
、
維
新
後
に
は
公
用
人
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
、
朝
藩
体
制
の

中
で
新
た
な
機
能
も
付
加
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
課
題
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
譜
代
藩
江
戸
留
守
居
役
お
よ
び
江
戸
藩
邸
の
考
察
を
重
ね
、
研
究
の
幅
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
近
世
後
期
か
ら
維
新
期
に
お
け
る
譜
代
藩
の
江
戸
留
守
居
役
の
行
動
と
彼
ら

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
特
に
大
政
奉
還
か
ら
戊
辰
戦
争
期
の
政
治
状
況
の
変
化
に
対

し
、
彼
ら
が
如
何
に
対
応
し
た
の
か
を
検
討
し
、
藩
の
意
志
決
定
に
お
け
る
江
戸
留
守
居
役

と
江
戸
藩
邸
の
位
置
づ
け
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
江
戸
留
守
居
役
の
研
究
は
厚
い
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
職
務
内
容
や
機
能
、
彼
ら
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
幕
政
・
藩
政
と
の
関
係
な
ど
研
究
成
果
が
多
い
。
ま
た
江
戸
藩
邸
に
つ
い
て
も
機

能
や
政
治
空
間
、
儀
礼
の
様
相
、
考
古
学
の
成
果
を
取
り
込
ん
だ
施
設
や
生
活
空
間
の
解
明

な
ど
、
多
様
な
成
果
が
あ
る
。
し
か
し
幕
末
維
新
期
に
は
注
目
す
べ
き
研
究
は
少
な
い
。
幕

末
期
に
参
勤
交
代
制
度
の
変
化
に
よ
り
江
戸
藩
邸
の
役
割
が
縮
小
さ
れ
、
幕
末
政
局
の
中
心

が
京
都
と
な
り
、
江
戸
城
の
政
治
的
地
位
が
低
下
す
る
と
、
こ
の
分
野
の
研
究
は
少
な
く
な

り
、
幕
末
政
治
に
江
戸
留
守
居
役
や
江
戸
藩
邸
を
位
置
づ
け
た
研
究
は
僅
か
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
以
上
の
動
向
を
批
判
的
に
捉
え
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
譜
代
藩
の
江
戸
留
守

居
役
と
江
戸
藩
邸
の
動
向
を
詳
細
に
分
析
し
、
新
た
な
研
究
分
野
の
開
拓
を
試
み
た
意
欲
的
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な
研
究
で
あ
る
。

　
序
章
で
研
究
史
と
本
論
文
の
構
成
を
論
じ
た
の
ち
、
第
一
部
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
譜

代
藩
江
戸
留
守
居
役
と
江
戸
藩
邸
」
は
、
近
世
後
期
か
ら
維
新
期
に
お
け
る
譜
代
藩
江
戸
留

守
居
役
の
行
動
と
江
戸
藩
邸
の
役
割
、
江
戸
・
東
京
の
政
治
空
間
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

第
一
章
「
近
世
後
期
に
お
け
る
江
戸
留
守
居
役
の
機
能
と
役
割
」
で
は
、
武
蔵
忍
藩
が
幕
府

の
文
政
改
革
に
対
応
す
る
姿
を
検
討
し
、
新
史
料
か
ら
忍
藩
江
戸
留
守
居
役
と
幕
府
側
の
交

渉
過
程
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
天
保
期
の
中
山
道
熊
谷
宿
の
飯
盛
女
設
置
願
い
一
件
で

は
、
忍
藩
江
戸
留
守
居
役
か
ら
幕
府
道
中
奉
行
に
願
い
が
出
さ
れ
、
老
中
の
裁
可
を
得
る
ま

で
の
過
程
の
新
史
料
を
紹
介
し
、
当
該
の
問
題
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
幕
府
の
裁
可
の
過

程
が
判
明
す
る
。
ま
た
飯
盛
女
設
置
願
い
が
却
下
さ
れ
た
の
ち
、
江
戸
留
守
居
役
の
独
断
専

権
の
出
願
と
し
て
忍
藩
重
臣
の
責
任
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
江

戸
留
守
居
役
が
幕
府
へ
の
出
願
に
独
自
の
権
限
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
指
摘
で

あ
る
。こ
の
論
点
を
深
め
れ
ば
、近
世
後
期
の
留
守
居
役
研
究
を
進
展
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
第
二
章
「
維
新
期
江
戸
に
お
け
る
譜
代
藩
の
「
大
勢
挽
回
」
運
動
」
は
、
本
論
文
で
最
も
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力
点
が
置
か
れ
た
章
で
あ
る
。
大
政
奉
還
直
後
に
帝
鑑
間
詰
・
雁
間
詰
の
諸
大
名
が
連
帯
し

て
、
朝
廷
の
上
京
命
令
を
拒
否
し
「
大
勢
挽
回
」
を
目
指
し
て
上
書
を
作
成
し
、
鳥
羽
伏
見

戦
後
に
は
同
様
に
徳
川
慶
喜
助
命
歎
願
の
上
書
を
作
成
す
る
。
こ
の
上
書
作
成
に
、
下
総
佐

倉
藩
な
ど
の
留
守
居
役
を
は
じ
め
留
守
居
組
合
や
江
戸
藩
邸
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
の
行
動
を
、鈴
木
壽
子
『
幕
末
譜
代
藩
の
政
治
動
向
』
は
「
譜
代
藩
に
よ
る
政
治
的
連
帯
」

と
大
き
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
本
章
で
は
こ
の
主
張
を
批
判
し
、
上
書
作
成
に
は

留
守
居
組
合
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
の
、
各
藩
の
個
別
の
政
治
動
向
に
よ
っ
て
上
書

の
役
割
が
失
わ
れ
て
い
き
、
鳥
羽
伏
見
戦
後
に
譜
代
藩
が
徳
川
慶
喜
助
命
歎
願
の
上
書
を
作

成
し
た
時
に
は
、
留
守
居
組
合
は
機
能
を
失
っ
て
い
く
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
鈴
木
が
主
張

す
る
「
譜
代
藩
に
よ
る
政
治
的
連
帯
」
は
、
諸
藩
の
江
戸
留
守
居
役
に
よ
っ
て
江
戸
で
展
開

さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
国
元
や
京
都
を
含
め
た
譜
代
藩
の
総
意
で
は
な
い
と
批
判
す
る
。
当
該

の
問
題
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
訂
正
し
て
お
り
、
本
論
文
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　
一
方
で
江
戸
留
守
居
役
た
ち
の
行
動
に
、
江
戸
藩
邸
が
一
定
の
独
立
性
を
持
ち
、
江
戸
と

い
う
政
治
空
間
が
あ
る
程
度
機
能
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
次
の
第
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三
章
に
つ
な
が
る
論
点
で
あ
り
、
江
戸
・
東
京
の
政
治
空
間
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
明
治
維
新
期
の
江
戸
留
守
居
役
と
公
用
人
」
は
、
明
治
維
新
後
に
新
政
府
が
留

守
居
役
を
公
用
人
と
し
て
再
編
し
、
留
守
居
役
の
機
能
に
新
た
な
機
能
が
付
加
さ
れ
て
い
っ

た
経
緯
を
考
察
し
て
い
る
。
本
章
は
信
濃
松
代
藩
の
公
用
人
を
中
心
に
そ
の
動
向
を
分
析

し
、
新
政
府
と
松
代
藩
と
の
交
渉
・
連
絡
や
、
松
代
藩
が
信
濃
国
の
触
頭
と
し
て
信
濃
諸
藩

へ
布
達
を
伝
達
し
諸
藩
か
ら
の
上
申
を
取
次
ぐ
な
ど
、
公
用
人
の
役
割
を
詳
細
に
分
析
し
て

お
り
、
か
か
る
研
究
は
従
来
に
な
い
新
た
な
分
野
と
い
え
る
。

　
第
二
部
「
戊
辰
戦
争
を
め
ぐ
る
譜
代
藩
江
戸
藩
邸
の
動
向
」
は
、
戊
辰
戦
争
期
に
お
け
る

譜
代
藩
に
つ
い
て
、
個
別
に
国
元
・
江
戸
・
京
都
に
お
け
る
政
治
動
向
を
検
討
し
な
が
ら
、

江
戸
留
守
居
役
の
活
動
と
江
戸
藩
邸
の
役
割
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
第
四
章
「
戊

辰
戦
争
期
に
お
け
る
佐
倉
藩
の
動
向
」
は
、
佐
倉
藩
で
は
藩
主
が
江
戸
に
在
府
し
た
た
め
、

江
戸
留
守
居
役
が
上
書
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
独
自
に
活
動
し
た
が
、
国
元
と
江
戸
藩
邸
の

連
携
は
保
た
れ
、
江
戸
藩
邸
の
意
向
や
情
報
が
国
元
に
も
た
ら
さ
れ
た
事
例
を
提
示
し
て
い

る
。
第
五
章
「
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
小
田
原
藩
江
戸
藩
邸
の
動
向
」
は
、
小
田
原
藩
で
は
江
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戸
藩
邸
が
上
書
運
動
に
は
参
加
す
る
も
消
極
的
で
あ
り
、
国
元
と
江
戸
と
の
連
携
は
取
れ

ず
、
加
え
て
国
元
で
は
藩
論
が
二
分
し
て
混
乱
が
生
じ
、
藩
内
に
進
出
し
た
旧
幕
軍
と
東
征

軍
へ
の
対
応
に
も
苦
慮
し
、
藩
主
の
謹
慎
や
減
封
の
処
分
に
至
っ
た
事
例
を
考
察
す
る
。
第

六
章
「
戊
辰
戦
争
を
め
ぐ
る
田
中
藩
江
戸
藩
邸
の
動
向
」
は
、
戊
辰
戦
争
時
の
田
中
藩
江
戸

藩
邸
が
、
江
戸
・
駿
府
・
田
中
・
京
都
の
情
報
と
東
征
軍
下
向
の
政
治
動
向
に
翻
弄
さ
れ
な

が
ら
も
、
江
戸
が
無
事
開
城
さ
れ
る
と
次
第
に
江
戸
の
政
治
空
間
が
回
復
し
、
江
戸
藩
邸
の

機
能
も
復
活
し
て
い
く
様
相
を
検
討
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
譜
代
藩
も
江
戸—

国
元
―
京
都
な
ど
に
お
け
る
政
治
動
向
へ
の
対
応
や
情
報
収

集
の
相
違
な
ど
に
よ
り
、
藩
の
総
意
や
江
戸
留
守
居
役
の
行
動
・
江
戸
藩
邸
の
役
割
が
異
な

る
と
い
う
経
緯
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
個
別
の
譜
代
藩
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

お
り
、終
章
に
展
望
と
し
て
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
事
例
の
収
集
を
重
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
本
論
文
は
当
該
の
問
題
に
つ
き
注
目
す
べ
き
成
果
を
持
っ
て
い
る
。
こ
と
に
第
一

章
に
お
い
て
江
戸
留
守
居
役
と
幕
府
と
の
交
渉
を
分
析
し
、
新
史
料
か
ら
幕
府
内
の
願
書
裁

可
の
過
程
を
提
示
し
、
第
二
章
に
お
い
て
は
先
行
研
究
を
批
判
し
て
訂
正
を
加
え
、
第
三
章
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で
は
新
た
な
分
野
の
分
析
を
始
め
て
い
る
。

　
他
方
、
本
論
文
に
は
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
第
一
に
、
新
史
料
の
収
集
に
努
め
て
は
い

る
が
、
使
用
し
た
史
料
の
性
格
を
検
討
し
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。
各
史
料
の
性
格
を
論
じ

る
こ
と
か
ら
検
討
を
始
め
れ
ば
、
さ
ら
に
考
察
は
深
ま
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
第
二
に,

留
守

居
役
の
行
動
の
背
景
に
あ
っ
た
政
治
的
動
向
を
明
確
に
把
握
し
て
い
な
い
。
幕
末
維
新
期
の

政
治
過
程
は
短
時
間
で
大
き
く
変
化
す
る
。
ま
た
江
戸
・
京
・
国
元
に
お
い
て
異
な
り
、
情

報
伝
達
も
時
間
差
が
あ
る
。
個
々
の
場
面
の
分
析
に
各
地
の
政
治
過
程
を
的
確
に
関
連
づ
け

た
検
討
を
加
え
て
い
れ
ば
、
な
か
に
は
考
察
の
結
果
が
異
な
っ
た
で
あ
ろ
う
事
例
も
見
う
け

ら
れ
る
。
第
三
に
、
近
世
・
近
代
移
行
期
を
如
何
に
考
え
、
ま
た
自
身
の
研
究
を
幕
末
維
新

期
の
研
究
に
如
何
に
位
置
づ
け
、
従
来
の
研
究
に
如
何
に
寄
与
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に

関
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
、
全
体
と
し
て
叙
述
が
淡
々
と
し
て
い
る
た
め
、

折
角
の
重
要
な
指
摘
が
明
確
に
主
張
で
き
て
い
な
い
箇
所
も
多
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
今
後
研
究
を
発
展
さ
せ
る
中
で
解
決
す
べ
き
点
で
あ
り
、
本

論
文
が
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
譜
代
藩
江
戸
留
守
居
役
と
江
戸
藩
邸
の
研
究
を
進
展
さ
せ
、
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従
来
の
研
究
を
批
判
し
な
が
ら
新
た
な
知
見
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
よ
っ
て

本
論
文
の
筆
者
宮
澤
歩
美
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。

　
令
和
六
年
二
月
十
五
日
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